
　　　是轍と大⑰考え　　》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賄重点1《麟腰

世の中劇職突があり、物ごとにはすじと薩昏夢働る．一事実をそのまま去

とめ、すじを蓬と判断する．ことは、，謄神巽町看でない隈り可能なごとぐある、

た：壌＼　入には一群に．それぞれの発揚がある。捷事と弁護人は全く相反する立、

傷飾っ鰭蕉この二つの端の云し吟を開いて判灘下す款縮底国
庫の立：揚をもってはならない。議場における譲長ぱ、多くの立旙からの葱尾

をまとめ’るよ、に、どの立場に毛無敢蛋でなければならない．立場あ櫨糞試い

わゆる弓馬4）相馬という函にあらわれ（裁判官や弓長は乙れを調整す蓉艦自

網織たすわけ1ぎ。ところが、立網とぽ無関菰であ’るべ：き’率聚まプこば羅の鑓簸鷺、

纂なる立場に文つ老が故意に粧み含うために罷る混乱がギ末必要に滋：判や護

牽の蜂行をさまたげる一鉦分と反する立撃り凶聞が勧卜する窮寅鼠茅・宍と

惚とめることをせず、羅轡型とうげ入れす、・ひたすら自分の立野からひき出

，される結i論のみを：主張する備挟さカぐ、誉れらの例ヒ限らず’世：の中に何と充繭

廷レてい；るて．とカ、。

　しかし臼舐の楽聖さ疑は燈、牝は輩と認めていたらこそπ）凶の立場という

画のば薩か’：二弱くなり、　そのメ・の主i著する内容ば凝輿の’法いものとみられて・

レまうおそれをきたす。さりとて立国の主：張：に熱烈なあまり、・すじ髪、曲げ．

耀雌破り・準行をあえてレ禰簾1課蓬寸るマキアヴェゾズム下行魁町荷

祖する与鉄の看え藪疑癒するの剤まな，し｝。也げい自警の発揚上不，剥な重

∫とに底たとし量れ縫筋っても知ら顧をし、鮒な二とはいそと声
1を大に：して：唾：起するのが辮策だとt｝ラ六入の考えに嗣i蝦レてゆく1ことになり

やだ・，　　・　　　　r
碧桑実の一Lξ二文ち．合理的な判断ρをもって真理を課饗する科斗看といわれる

鋳1二・ち、その立腸を固濁して是々華々の態皮をとり得ない入の多いのに斎く。

轄・と、く1導線鵜こ外地両一継紘思想的立場のし1かん餉や飢
四丁の中で：綬も擾4非々に回しうる強い理性のもち主であるはす～てある。学看

1峰卿三三履脚冠たるご回り展震と認めること，ので騒義
理精神の所；有看たる二とだ。

　、もちろん各入．の立．陽に．よって学両的尾解が異なるのは当然だ’がべその立場

勿旧いも、三三阜のせまさからくる場合が多いのであろう訊ある鋼
∫的鋸野の下に研魔をお二なうと遂、その立場に：合i致せぬ；第1裟撫殊な（不利な）



雛とし囎て瀬餉よ旧知み嬬めて噸三段匪（翻した）・
繍賑緯鳳うとする旧劇ま、いカ・ん齢ら略は彫師撫また
おちし、りやすb傾向だ・

学醐撫が1まげしい馳なカ・し収この幽1計難’儲を乏ラな
つ舶田愁い躍押すれば、立場嫉つた・まとま肋な1、繍幽’り凪ぐ

ちになる．贈り勲に大人鵬獄司馴れて演凱ま鋤卦ザることi二な

るのであろうか。

細の縦縮の下では、磯魚という徽は・蝪からの主張蠣すた
め広あら泌鞍を繍醜霧によって有細葉繍づ臓・いわば最も
猷らしい大入の蘇といえ胤野蹴テレビ蝦’（い嫡為政彪勅
岡岬だとい一家などi謡の典型的筋ので・冷血と・既ういう初で

あって、灘あ循に眼潮岬1胸くか蝋鞭よいかも’ ﾓ御’◇し
かげ乏で死んだ厳粧看を診となつ烈コ塗輿矯く判断のレようがなし切

」二、想齢立励赦藩邸1転職されたの戯するアピ’・拗”げ凸弧
．そ九に暑噂する；掌老一一しかも世界麹に…甕名な翁・穿老ま（㌧一一があるとは・

どうしの乙とぐあろう仇ごのさし、これを寒心勲∴配纏・蜘蜴籏

創蕨嗣のる二と勧珍罎してその立馴証しく嘱資露礁義劒だ
から）そうすることばよい二となのだと彦え勲か・も艮うだとすると・

剛粥をもち勧・ら、慰碁譜見麹力・ら鞍として耽嬬齢ことに
5同調鰹ないとナる態皮をとる看ぱ・雛されねぼな’酪し吻か・

　世の中に出機多くの六三たちと交渉をもつよう1二なると一言く大人に

な頻げれ購想いとの漉油の考え偉謄れ御額・し’つまで毛
羅柳曜れ一Aよく㌶ば鱗魚馬副1二されたり胤噛して踊・六入
になろうと懸ったらこ衡治蟻遡含主義隠して談離心し繍にな
幅ぬ二とそ、世の和習猟人ども1指その齪巧みに歩ん御る・猷に

側舗ない人たち紙是寒々徽レ（蝦獅くし胴継困由るよ
殖剛直i迷魅んでいる。切・庭回に臨う磁の・塵麹ヲで略面
購いか馴れないが永遽1二つ双確乎鱒遊があ翻ず’た・婦の霞う

看と楓娚齪の鹸紳1断の下験し合い、顛翻寂しつ・矯艇
遡して、自εの蘇に一歩ずつ近づ’く気長な努艇しつ寓｝六諭・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〆ラ｝6／．2、ノ0　）

（6）


